




















































































写真 附属小学校における 年生校内研（ 月 日）「えをみてしきをかこう」
（ ）公立学校の先生方との連携
夏季休業中に、本校の研究発表会（ 月 日）も視野に入れ、本研究に参加してくだ
さった公立学校の先生方と、低学年算数に関する指導案検討をおこなった。公立学校にお
ける授業実践の豊富な先生方から、知識面だけでなく経験を踏まえた多くの助言をいただ
き、授業の構想を深めることができた。
．課題と展望
大学と附属小学校において、連携協力する上ではまず、日程調整することの困難さがあ
った。そのため、大学教員に授業参観してもらったり、授業について協議したりする機会
を持つことがむずかしかった。また、研究協力者として参加してくださった公立学校の先
生方との意見交流も夏季休業中にしかすることができなかった。
今後、学部の研究代表者と共同研究者である附属小学校教員とが連絡を密に取り合い、
定期的な授業参観や協議の場となるような方向を模索したい。また、その内容を踏まえ、
公立学校の先生方と指導案検討を行う時間をもう少し取れるように考えたい。研究代表者
のコーディネートにより、大学、附属小学校、公立学校の連携が今後さらに強くなり、授
業研究をより深いものにしていきたいと考える。
